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１. はじめに 

レーザーアブレーション法でコロイド化した難溶性有機半導体を溶液プロセスに用いることで安価なデ

バイス作製が可能になることが報告された(１)。そのコロイド化において、コロイドの分散安定性が分散媒の

種類によって左右されることが明らかになり、分散媒とコロイド粒子間の酸化還元反応による粒子の帯電が

コロイドの分散安定性の原因であると報告した(2)。本発表では、分散安定性の高いコロイドが得られる分散

媒(高分散媒）と分散安定性の低いコロイドが得られる分散媒(低分散媒）を混合した混合分散媒を用いて

作製したコロイドの分散安定性を評価し、コロイドの分散安定性における低分散媒の影響および分散媒と

コロイド粒子間の反応について考察した結果を報告する。 

 

2. 実験 

高分散媒である Acetonitrile（A）と低分散媒である Methanol（M）をそ

れぞれ 3:1, 1:1, 1:3, 1:9 の割合（体積比）で混合した混合分散媒に

PTCDI-C8（Fig.1）を 0.05 mg/ml の濃度で混合し、レーザーパルス(532 

nm, 100 mJ/cm²,10 Hz, φ=5 mm）を 5 分間照射することでコロイドを作製した。分散媒の混合とレーザー

照射の順序を三つのパターン(① 混合後照射 Irradiation after Mixing (aft. Mix.)、② 混合前照射 

Irradiation before Mixing (bf. Mix)、③ 混合前後照射 Irradiation before and after Mixing (bf. & aft. Mix.)）

に変更し、低分散媒とレーザーエネルギーの影響を検討した。分散安定性は UV-Vis 吸収スペクトルの経

時変化を測定することで評価した。 

 

3. 結果と考察 

A と M の混合割合を変更した結果を Fig.2 に、レーザー照射パターンを変

更した結果を Fig.3に示す。Fig.2から、低分散媒が１０％のみ混合された場合

でもコロイドの分散安定性が著しく低下することが分かる。このことから、コロイ

ド粒子と高分散媒 A 間の反応によりコロイド粒子が表面電荷を持つ過程に低

分散媒の Mが影響し、表面電荷の生成を妨げることで分散安定性が低下した

と考えられる。低分散媒の混合による分散安定性の低下は、混合後にレーザ

ーを照射した時が最も顕著であり、レーザー照射後に混合した場合は５時間

後までは安定に分散していることが分かる (Fig.3)。このことから、レーザーの

エネルギーがコロイド粒子と分散媒間の反応を促進すると考えられる。 
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